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                               ＪＡＦ愛媛広報２０１５－０５４ 

２０１５年１１月２５日 

愛媛県内高速道路等の後席シートベルト着用率は７７．２％ 
全国平均上回るが、一般道路は今なお低い着用率 

ＪＡＦ（一般社団法人日本自動車連盟 会長 小栗七生）と警察庁は合同で、１０月１日（木）

～１０月１０日（土）までの間、「シートベルト着用状況全国調査」を実施し、その結果を公表し

ました。 

県内１５箇所で調査した結果によると、後部座席でのシートベルト着用率は、高速道路等で７７．

２％（前年６０．９％）となり全国平均７１．３％を上回りました。一方、一般道路においては３

４．０％（前年２８．３％）と改善しましたが全国平均３５．１％を下回りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通事故の際、後部座席でシートベルトをしていないと発生する３つの危険性 

１ 車内の構造物（ピラーやシートなど）に激突し、自らが傷害を負う危険性 

２ 運転者や助手席同乗者へぶつかり、危害を加える危険性 

３ 窓などから車外に放出される危険性 

※衝突テスト（ＪＡＦユーザーテスト）の映像はＪＡＦホームページからhttp://ch.jafevent.jp/detail.php?id=135 

 

また、運転席の着用率は一般道路では９８．４％（前年９６．６％）、高速道路等では９８．６％

（前年９９．５％）とそれぞれ９８％を超える結果となりました。 

後部座席は他の座席と比べ、依然として着用率が大幅に低く、また、一般道路と高速道路等では

着用率に約２倍の差がある等、一般道路の着用率の低さが際立つ結果となり、特に一般道路での後

部座席シートベルト着用の重要性や非着用の危険性が十分に認識されていないことを示す結果と

なりました。 

ＪＡＦでは乗員の安全を確保するため、後部座席同乗者にも自発的にシートベルトを着用するよ

う、全席シートベルトの着用、並びにチャイルドシートの使用について、さまざまな活動を通し啓

発活動を続けていきます。 

 

■参考資料：シートベルト着用状況全国調査概要２０１５年 

「シートベルト着用状況全国調査（2015年）」の詳細報告書(PDFファイル)のダウンロードは 

こちらから→http://www.jaf.or.jp/eco-safety/safety/data/index.htm 

■参考ページ： 後席シートベルトの重要性 

       →http://www.jaf.or.jp/eco-safety/rearseat_safety/index.htm 

■添付：愛媛県内のシートベルト着用率（グラフ） 

 

 
このリリースへの問い合わせは以下までお願いします。 

一般社団法人日本自動車連盟愛媛支部（豊田・森長） 

 Tel：089(925)8668   Fax：089(925)8885 

後部座席シートベルト非着用 シートベルトコンビンサー（模擬衝突体験車） 

http://ch.jafevent.jp/detail.php?id=135
http://www.jaf.or.jp/eco-safety/safety/data/index.htm
http://www.jaf.or.jp/eco-safety/rearseat_safety/index.htm
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2008年：後部座席シートベルト着用義務化 

2008年：後部座席シートベルト着用義務化 


